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トイレの洋式化・バリアフリー化により、
道の駅をさらに快適・安心・安全な交流拠点に

－道の駅『しもつま』・トイレ棟リニューアル工事－

◆道の駅『しもつま』は、今年で開業後２５年が経過

【「道の駅」の機能 】

休憩機能

情報発信機能

地域連携機能

24時間無料で利用
できる駐車場・トイレ

道路情報・観光情報・
緊急医療情報等を提供

道路情報・観光情報・
緊急医療情報等を提供

県の関わり

◆道の駅を設置する市町村の
地域振興施設（直売所など）の整備に合わせ、
県は道路管理者として、
駐車場・トイレなどの休憩施設を整備

壁掛けタイプで清掃性向上洋式化で衛生環境改善

▲男子トイレ▲女子トイレ

◀多目的トイレ

道の駅の概要

女子トイレの入り口に
空きナビステムで混雑緩和

赤【使用中/Occupied】
青【空き/Vacant】

の表示でお知らせ

おむつ交換台改修

【子育て支援設備】

ベビーチェア設置

◆ドライバーへの
休憩場所の提供

◆渋滞や工事等の
道路情報発信 など

新規道の駅開業による休憩施設の増加

H25.4 R7.3
県内道の駅設置数

10駅
16駅

地場産品等の販売による地域活性化

◆地場産品の販売等による
地元への経済効果

◆地域の観光や交通
拠点としての活用 などH25年度 R5年度

県内道の駅の売上高

約41億円

約132億円

リニューアル工事を実施して、清潔でモダンな空間に生まれ変わり・・・

道の駅がさらに快適・安心・安全な交流拠点に !!

道の駅しもつま トイレ棟 リニューアル

令和6年8月に県リニューアル工事が完了し・・・

・女子トイレで５つ、男子トイレで１つ、個室を増設！
・トイレの洋式化、床・壁の乾式化により衛生環境の改善！
・バリアフリー化して、子育て支援設備も充実！

【バリアフリー化】

多目的トイレ改修 多目的シート改修

⇒トイレ棟は老朽化に加え、開業時より沿道の交通量が増加したことで個室も不足【課題】


